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日
本

霊
異
山
野
に
籠
る
も
の

今
　
　
井

昌
　
　
子

１

　
人
間
は
、
人
問
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
多
く
の
人
間
と
絆
を
結

び
、
現
世
に
存
在
し
っ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
そ
こ
に
お
け
る

営
為
が
、
業
因
と
な
っ
て
、
「
善
悪
の
報
は
影
の
形
に
随
ふ
如
く
、
苦
楽
の
響

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ハ
谷
の
応
ふ
る
が
如
し
」
（
上
巻
序
）
と
い
う
。
現
世
こ
そ
は
苦
悩
の
原
因
の

所
在
地
で
あ
る
。
日
本
霊
異
記
は
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
語
っ
て
い
る
。

現
世
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
悪
業
の
因
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
現
世
を
離
脱
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
善
業
た
り
う
る
の
か
。
霊
異
記
に
お

け
る
聖
た
る
こ
と
の
中
軸
の
一
つ
が
「
出
世
間
」
と
い
う
理
念
に
か
か
わ
る
と

い
え
よ
う
。
聖
た
ち
は
、
貧
者
と
し
て
、
田
畑
を
所
有
し
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
地
位
や
身
分
、
世
の
声
望
の
求
め
ら
れ
る
場
た
る
世
間
に
か
か
わ
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
が
求
め
て
止
ま
な
い
も
の
を
、
最
初
か
ら

あ
え
て
断
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
貧
で
あ
り
、
地
位
の
無
い
も
の
が
、
ひ
と

た
び
、
三
宝
に
帰
依
し
た
と
き
に
、
宗
教
的
回
心
の
契
機
た
り
う
る
。
そ
の
こ

と
を
、
霊
異
記
の
語
る
多
く
の
聖
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
と
え
、
一
切
の

声
望
や
身
分
か
ら
放
た
れ
、
貧
た
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た

に
し
て
も
、
あ
る
い
は
自
ら
が
そ
の
よ
う
な
道
を
選
択
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に

せ
よ
、
そ
の
よ
う
な
「
出
世
問
」
の
精
神
の
強
靱
さ
が
救
済
の
契
機
た
り
え
、

現
世
へ
の
執
着
を
捨
て
る
こ
と
が
善
因
た
り
う
る
に
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
容

易
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
ま
さ
に
、
そ
れ
は
そ
の
極
限
に
お
い
て
人
間
の
存
在

の
あ
り
ょ
う
を
否
定
す
る
こ
と
に
さ
え
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
現
世
に
生
き
て

あ
り
っ
っ
、
現
世
へ
の
執
着
か
ら
脱
離
す
る
、
こ
の
困
難
な
道
を
生
き
よ
う
と

し
た
一
団
の
仏
教
者
た
ち
、
〈
聖
〉
と
よ
ば
れ
る
も
の
た
ち
は
、
ま
さ
に
、
現

世
に
安
住
す
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
聖
の
多
く

は
、
私
度
の
僧
た
ち
で
あ
っ
て
、
一
所
不
住
の
苦
行
に
生
涯
を
終
え
る
も
の
た



ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
国
家
の
保
護
を
受
け
た
教
団
仏
教
の
外
側
に
あ
っ
て

衆
生
の
中
に
生
き
よ
う
と
し
た
仏
教
者
で
あ
っ
た
。

　
日
本
霊
異
記
の
中
に
は
、
〈
聖
Ｖ
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
数
多
く
描
か
れ
、
し

か
も
、
そ
れ
ら
は
、
霊
異
記
の
説
話
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
語
ら
れ
て

い
る
。
日
本
霊
異
記
の
「
邪
を
却
け
、
正
に
入
り
、
諸
悪
作
す
こ
と
莫
く
、
諸

善
奉
行
せ
し
む
こ
と
」
　
（
上
巻
序
一
の
道
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
聖
に
よ
っ
て
説

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
説
話
の
中
で
語
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
聖
た

ち
の
特
質
の
一
つ
は
、
出
世
間
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ

に
い
う
出
世
間
は
、
後
の
浄
土
教
的
な
厭
離
穣
土
・
欣
求
浄
土
と
は
相
を
異
に

し
て
い
る
。
聖
は
、
ま
さ
に
そ
の
特
質
に
ふ
さ
わ
し
い
形
に
お
い
て
世
問
を
離

脱
し
て
い
る
。
聖
た
ち
は
、
全
き
彼
岸
た
る
仏
土
で
は
な
く
、
他
な
ら
ぬ
現
世

た
る
此
岸
に
生
き
て
在
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
「
出
世
間
」
の
姿
勢
を
と
り

つ
っ
も
、
な
お
生
き
る
場
が
現
世
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
日
本
霊
異
記
の
救
済
の
原
理
と
説
話
の
方
法
を
理

解
す
る
方
途
で
あ
ろ
う
。

２

　
日
本
霊
異
記
の
説
話
の
場
は
多
様
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
三
巻
百
十
一
縁
の
中

で
、
山
・
野
に
場
を
求
め
る
も
の
は
四
十
三
例
に
も
達
す
る
。
俗
世
間
の
周
縁

こ
そ
が
場
で
あ
っ
た
。
日
本
霊
異
記
の
説
く
、
因
果
応
報
に
関
す
る
「
自
土
の

　
　
　
　
　
　
日
本
霊
異
記
の
聖

奇
事
」
と
い
う
と
き
、
い
か
に
、
山
・
野
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
が

わ
か
る
。
山
・
野
は
、
ま
さ
に
、
〈
聖
Ｖ
を
聖
た
ら
し
め
る
「
出
世
間
」
の
場

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
現
報
な
る
も
の
が
表
わ
れ
る
空
間
で
も
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
二
重
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
と
よ
ば
れ
る
も
の
に
と

っ
て
、
僧
尼
令
を
は
じ
め
と
す
る
規
制
の
も
と
で
は
、
「
彼
ら
の
活
動
は
、
当

時
の
仏
教
政
策
の
も
と
で
は
決
し
て
自
由
な
活
動
空
間
を
も
つ
も
の
で
は
な
か

　
＠っ
た
」
の
で
あ
り
、

　
　
か
よ
う
な
諸
統
制
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
に
は
、
為
政
者
に
は
為
政
者
と
し

　
　
て
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
支
配
階
級
は
仏
教
を
鎮
護
国

　
　
家
仏
教
と
し
て
、
僧
尼
を
鎮
護
国
家
修
法
者
と
し
て
扱
っ
た
た
め
で
あ

　
　
る
。
し
た
が
っ
て
、
僧
侶
が
直
接
に
民
間
布
教
を
試
み
る
こ
と
は
、
た
と

　
　
え
ば
そ
の
た
め
に
私
度
沙
弥
が
激
増
し
、
又
は
行
基
の
宗
教
運
動
の
ご
と

　
　
く
政
治
的
に
不
楓
な
空
気
を
醸
成
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
に
強
い
看
視

　
　
の
眼
を
以
て
こ
れ
を
見
張
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
時
の
民

　
　
間
布
教
者
は
、
律
令
政
府
の
統
制
の
下
に
、
自
由
な
活
動
を
な
し
が
た
い

　
　
事
情
が
あ
っ
た
と
と
も
に
、
彼
ら
の
布
教
対
象
も
ま
た
、
政
府
の
統
制
下

　
　
に
お
か
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
民
間
布
教
者
は
二
重
の
制
約
を
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
う
む
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

と
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
約
を
受
け
っ
っ
、
聖
が

止
住
し
、
そ
の
布
教
対
象
で
あ
る
在
地
の
民
と
結
合
し
う
る
場
の
第
一
は
、
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
　
日
本
量
異
紀
の
聖

・
野
に
お
い
て
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
・
野
そ
の
も
の
が
有

し
て
い
る
宗
教
的
な
意
味
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
聖
の

み
な
ら
ず
、
仏
教
者
一
般
に
共
通
の
も
の
で
は
あ
る
。
そ
れ
を
聖
は
よ
り
本
質

的
な
場
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
特
質
と
し
て
い
る
。

　
僧
尼
令
の
規
定
に
よ
る
と
、
官
寺
の
僧
尼
は
寺
に
止
住
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
寺
内
で
の
行
業
を
旨
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
山
居
修
行
も
認
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
凡
僧
尼
有
禅
行
修
道
。
意
楽
寂
静
。
不
交
於
俗
。
欲
求
山
居
服
餌
者
、
三

　
　
綱
連
署
。
在
京
者
僧
綱
経
玄
蕃
。
在
外
者
、
三
綱
経
国
郡
。
勘
実
並
録
申

　
　
官
。
判
下
山
居
所
隷
国
郡
。
毎
知
在
山
。
不
得
別
向
他
処
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

こ
の
よ
う
に
、
厳
し
い
統
制
の
下
と
は
い
え
、
僧
尼
の
山
居
禅
行
が
認
め
ら
れ

て
い
た
の
は
、
仏
教
者
と
し
て
の
行
業
の
根
幹
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
っ
た
に

相
違
な
い
。
も
と
も
と
、
「
律
令
の
示
す
得
度
制
は
、
出
家
圭
義
的
仏
教
受
容

　
　
　
　
＠

を
象
徴
し
て
」
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
、
山
居
は
規
制
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
規
制
さ
れ
る
べ
き
は
、
い
わ
れ
る
ご
と
く
俗
と
交
わ
る
こ
と

で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
　
凡
僧
尼
非
在
寺
院
、
別
立
道
場
、
聚
衆
教
化
、
持
妄
説
罪
福
、
及
廠
撃
長

　
　
宿
者
、
皆
還
俗
。
国
郡
官
司
、
知
而
不
禁
止
者
、
依
律
科
罪
。
其
有
乞
食

　
　
者
、
三
綱
連
署
、
経
国
郡
司
。
勘
知
精
進
練
行
判
許
。
京
内
価
経
玄
蕃

　
　
知
。
並
須
午
以
前
捧
鉢
告
乞
。
不
得
因
此
更
乞
余
物
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
ま
さ
に
、
日
本
霊
異
記
の
〈
聖
〉
た
ち
は
、
「
寺
院
別
立
道
場
。
聚
衆
教
化
」

し
「
乞
食
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
者
と
し
て
の
存
在
を
可
能
に
し
え
た

も
の
た
ち
で
あ
っ
た
。
官
寺
の
僧
尼
が
、
そ
の
仏
道
生
活
を
官
に
保
証
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
出
家
圭
義
を
全
う
し
え
た
の
に
対
し
て
、
〈
聖
〉
は
、
俗
と
交

わ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
自
ら
の
求
道
と
衆
生
済
度
の
実
践
的
行
業
を
為
し
え
た

の
で
あ
っ
た
。
日
本
霊
異
記
の
編
者
景
戒
そ
の
人
が
俗
聖
で
あ
っ
た
ご
と
く

に
、
俗
形
聖
心
は
求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
〈
聖
〉
の
中
で
、
い
わ

ゆ
る
〈
隠
身
の
聖
〉
が
最
高
に
尊
崇
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
所
以
が
そ
こ
に
も
み

ら
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
、
日
本
霊
異
記
の
〈
聖
〉
た
ち
に
と
っ
て
、
山
・
野

は
、
俗
と
相
接
し
つ
つ
、
し
か
も
俗
と
交
わ
る
聖
と
し
て
止
住
す
る
場
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
地
は
、
朝
廷
官
人
の
生
き
る
宮
都
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
農
耕

民
の
定
住
す
る
村
落
共
同
体
の
場
な
ど
の
世
間
か
ら
疎
外
さ
れ
、
あ
る
い
は
自

ら
出
離
し
た
も
の
が
存
在
す
る
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
、
ま
さ
に
、
出
世
間

の
姿
勢
を
も
ち
つ
つ
、
聖
た
ち
が
、
籠
る
の
に
適
し
た
場
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。　

日
本
霊
異
記
に
お
け
る
場
と
し
て
の
山
・
野
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

１２

１　
山

大
倭
の
国
葛
木
の
高
宮
寺
（
上
・
４
）

但
馬
の
国
七
美
の
郡
の
山
里
（
上
・
９
）
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１３１４１５１６１７１８１９１０２１２２２

翻
駿
奈
良
山
の
漢
に
在
り
て
…
…
（
上
・
１
２
）

高
市
の
郡
の
部
内
法
器
山
寺
（
上
・
２
６
）

駿
河
の
富
順
の
嶺
（
上
・
２
８
）

新
羅
の
山
中
（
上
・
２
８
）

吉
野
山
に
入
り
て
法
を
修
し
、
（
上
・
３
１
）

大
和
の
国
添
の
上
の
郡
の
山
村
の
山
（
上
・
３
２
）

平
群
の
山
寺
（
上
・
３
５
）

東
の
方
の
山
の
中
（
中
・
３
）

山
に
入
り
て
菜
を
採
る
（
中
・
８
）

生
馬
の
山
寺
（
中
・
８
）

山
に
入
り
て
薪
を
拾
ふ
（
中
・
１
０
）

山
に
入
り
て
見
れ
ば
（
中
・
１
２
）

　
　
　
　
ち
　
ぬ

和
泉
の
国
血
淳
の
山
寺
（
中
・
１
３
）

諾
楽
の
京
の
東
の
山
に
、
一
つ
の
寺
（
中
・
２
１
）

吉
野
の
金
の
峯
（
中
・
２
６
）

和
泉
の
国
泉
の
郡
の
山
寺
（
中
・
１
３
）

泉
の
国
泉
の
郡
の
部
内
珍
努
の
上
の
山
寺
（
中
・
３
０
）

諾
楽
の
京
の
馬
庭
の
山
寺
（
中
・
３
８
）

諾
楽
山
（
中
・
４
０
）

熊
野
の
河
上
の
山
（
下
・
１
）

　
　
　
日
本
霊
異
配
の
聖

３２４
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３
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３
７

吉
野
の
金
の
峯
（
下
・
１
）

泊
瀬
の
上
の
山
寺
（
下
・
２
）

河
内
の
国
安
宿
の
郡
の
部
内
に
、
信
天
原
の
山
寺
（
下
・
５
）

吉
野
の
山
に
一
つ
の
山
寺
有
り
。
（
下
・
．
６
）

一
つ
の
山
寺
（
下
・
８
）

大
和
の
国
菟
田
の
郡
真
木
原
の
山
寺
（
下
・
９
）

美
作
の
国
英
多
の
郡
の
部
内
に
、
官
の
鉄
を
取
る
山
（
下
・
１
３
）

越
前
の
国
加
賀
の
郡
の
部
内
の
山
に
展
蝿
び
て
、
修
行
す
。
（
下
・
１
４
）

紀
伊
の
国
那
賀
の
郡
弥
気
の
里
に
…
…
弥
気
の
山
の
室
堂
（
下
・
１
７
）

肥
後
の
国
八
代
の
郡
豊
服
の
郷
の
人
…
…
山
の
石
の
中
に
蔵
め
置
く
。

（
下
・
１
９
）

粟
の
国
名
方
の
郡
埴
の
村
に
、
一
の
女
人
在
り
。
…
…
麻
殖
の
苑
山
寺

（
下
．
２
０
）

近
江
の
国
野
州
の
郡
の
部
内
の
御
上
の
嶺
三
…
社
の
辺
に
堂
あ
り
。

（
下
・
２
４
）

山
に
入
り
て
、
法
を
修
す
。
（
下
・
２
５
）

紀
伊
国
海
部
の
郡
仁
嗜
の
浜
中
の
村
三
…
海
部
と
安
諦
と
に
通
ひ
て
往

き
還
る
山
に
山
道
あ
り
。
号
け
て
玉
坂
と
日
ふ
。
（
下
・
２
９
）

紀
伊
国
名
草
の
郡
埴
の
里
の
女
…
…
そ
の
里
の
大
谷
の
堂
に
住
み
、
…

…
（
下
・
３
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



３
８

　
　
　
、
日
本
霊
異
記
の
聖

伊
与
の
国
神
野
の
郡
の
部
内
に
山
有
り
。

浄
行
の
人
の
み
、
登
り
到
り
て
居
住
す
。

名
を
石
鎚
山
と
号
く
。

（
下
・
３
９
）

　
　
皿
　
野

　
－
　
三
野
の
国
大
野
の
郡
の
人
…
…
瞭
野
の
中
に
う
る
は
し
き
女
に
遇
へ

　
　
　
り
。
（
上
・
２
）

　
２
　
播
磨
国
麓
磨
の
郡
の
濃
於
寺
…
…
寺
の
辺
に
漁
夫
あ
り
。
…
…
桑
の
林

　
　
　
の
中
に
葡
旬
ひ
…
…
（
上
・
１
１
）

　
３
　
大
和
の
国
宇
太
の
郡
漆
部
の
里
…
…
毎
に
野
に
臨
み
て
は
、
菜
を
採
る

　
　
　
を
事
と
し
、
…
…
（
上
・
１
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
で

　
４
　
諾
楽
の
京
の
葛
木
の
尼
寺
の
前
の
南
の
〔
蓼
〕
原
に
、
栗
き
叫
ぷ
音
有

　
　
　
り
。
（
中
・
２
３
）

　
５
　
河
内
の
国
更
荒
の
郡
馬
甘
の
里
に
、
富
め
る
家
有
り
。
…
…
時
に
大
蛇

　
　
　
あ
り
。
登
れ
る
女
の
桑
に
纏
ひ
て
登
る
。
（
中
・
４
１
）

　
６
　
河
内
国
丹
治
比
郡
…
…
そ
の
郡
の
部
内
に
一
つ
の
道
場
あ
り
。
号
け
て

　
　
　
野
中
の
堂
と
日
ふ
。
（
下
・
１
８
）

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
場
と
し
て
の
山
・
野
が
、
大
和
．
近

江
・
河
内
・
和
泉
・
但
馬
・
紀
伊
な
ど
の
畿
内
及
び
そ
の
近
辺
に
多
い
こ
と

は
、
他
の
説
話
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
に
、
越
前
．
美
作
、
あ
る

い
は
、
阿
波
・
伊
予
・
駿
河
、
さ
ら
に
、
肥
後
・
新
羅
等
ま
で
み
え
る
。
そ
れ

二
〇

ら
は
、
後
に
、
梁
塵
秘
抄
が
、

　
・
聖
の
住
所
は
ど
こ
ど
こ
ぞ
、
箕
面
よ
勝
尾
よ
、
播
磨
な
る
書
写
の
山
、
出

　
　
雲
の
鰐
淵
や
日
の
御
崎
、
南
は
熊
野
の
那
智
と
か
や
。
（
二
九
七
）

　
・
聖
の
住
所
は
ど
こ
ど
こ
ぞ
、
大
峯
葛
城
石
の
槌
、
箕
面
よ
勝
尾
よ
、
播
磨

　
　
の
書
写
の
山
、
南
は
熊
野
の
那
智
新
宮
。
（
二
九
八
）

な
ど
と
歌
っ
た
こ
と
に
連
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
て
、
聖
の
所
在
地
で
あ

り
、
修
行
の
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
住
す
る
聖
は
、
霊
異
記
を
は
じ
め
と
し

て
そ
の
多
く
が
法
華
経
の
護
持
者
で
あ
っ
た
。
「
こ
の
よ
う
に
山
岳
信
仰
と
法

華
経
が
む
す
び
つ
い
た
の
は
、
山
岳
修
行
そ
の
も
の
が
苦
行
に
よ
る
滅
罪
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

践
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
と
法
華
経
の
滅
罪
信
仰
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
」

と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
点
に
、
日
本
霊
異
記
の
〈
聖
〉
の
空
問
た
る
山
・
野
の
持
つ
意
味

が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
あ
く
ま
で
も
、
僧
綱
に
よ
り
権
威
づ
け
ら
れ
、
あ
る
い

は
、
官
物
に
よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
る
寺
に
止
住
す
る
出
家
者
と
し
て
で
は
な
く
、

俗
と
見
ま
が
う
ば
か
り
の
、
あ
る
い
は
、
俗
よ
り
も
さ
ら
に
賎
視
さ
れ
る
〈
聖
〉

た
る
仏
教
者
の
護
持
す
る
宗
教
的
空
間
と
し
て
の
山
・
野
で
あ
る
。

　
　
奈
良
時
代
の
民
間
仏
教
の
あ
り
方
の
一
方
の
代
表
が
行
基
的
形
態
で
あ
る

　
　
と
す
る
な
ら
ば
、
他
方
の
代
表
は
役
小
角
的
形
態
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ

　
　
う
。
彼
等
は
山
林
に
棲
止
し
て
、
苦
修
練
行
を
積
み
、
以
て
呪
験
力
の
養

　
　
成
に
努
力
し
た
。
恐
ら
く
後
世
の
一
般
農
民
の
信
仰
生
活
の
上
に
浅
か
ら



　
　
ぬ
関
係
を
有
す
る
に
至
っ
た
山
臥
修
験
の
徒
は
、
か
か
る
奈
良
時
代
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
林
の
呪
術
者
の
展
開
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
堀
一
郎
氏
の
所
説
の
ご
と
き
仏
教
者
が
、
ま
さ
に
、
山
・
野
に
籠
る
聖

た
ち
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

３

　
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
山
・
野
は
、
〈
聖
〉
が
聖
た
る
呪
験
を
獲
得
す
る
場

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
同
時
に
、
恐
ろ
し
い
業
報
の
現
出
す
る
場
に
も
な
る
。

そ
の
よ
う
に
、
山
・
野
と
い
う
空
間
は
、
善
悪
の
伍
値
観
を
二
つ
な
が
ら
に
も

っ
両
義
性
を
有
し
て
い
る
。
聖
武
天
皇
の
御
代
に
生
き
て
、
そ
の
罪
業
ゆ
え
に

地
底
の
暗
黒
へ
と
転
落
し
た
と
さ
れ
る
吉
志
大
麻
呂
は
、
そ
の
こ
と
の
体
現
者

の
一
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
霊
異
記
中
巻
第
三
縁
の
伝
え
る
説
話
で
あ

る
。　

　
時
に
大
麻
呂
、
己
が
妻
を
離
れ
て
去
き
、
妻
の
愛
に
昇
へ
不
し
て
逆
な
る

　
　
謀
を
発
し
、
我
が
母
を
殺
し
、
其
の
喪
に
遭
ひ
て
服
し
、
役
を
免
れ
て
還

　
　
り
、
妻
と
倶
に
居
む
と
思
ふ
。
母
の
自
性
、
善
を
行
ふ
を
心
と
す
。
子
、

　
　
母
に
語
り
て
言
は
く
「
東
の
方
の
山
の
中
に
、
七
日
法
華
経
を
説
き
奉
る

　
　
大
会
有
り
。
率
、
母
よ
、
聞
か
む
」
と
い
ふ
。
母
欺
か
れ
経
を
聞
か
将
と

　
　
念
ひ
、
心
を
発
し
、
湯
に
洗
ひ
浄
め
、
倶
に
山
の
中
に
至
る
。

日
本
霊
異
記
の
宗
教
的
原
理
の
基
軸
た
る
法
華
経
の
大
会
の
場
が
「
東
の
方

　
　
　
　
　
　
日
本
霊
異
記
の
聖

の
山
の
中
」
に
設
け
ら
れ
る
と
い
う
の
に
は
、
す
で
に
、
官
寺
を
場
と
す
る
公

の
法
会
と
は
異
な
る
聖
た
ち
の
行
業
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
吉
志
大

麻
呂
の
母
は
、
そ
の
よ
う
な
法
会
に
列
な
ろ
う
と
す
る
意
志
を
も
っ
こ
と
に

お
い
て
、
霊
異
記
的
な
宗
教
的
回
心
へ
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
吉
志
大
麻
呂

の
、
悪
因
た
る
虚
言
に
し
て
か
ら
が
、
山
中
を
聖
の
統
べ
る
場
と
し
て
認
め
る

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
た
と
え
ぱ
、
「
続
日
本
紀
」
の
天
平
年
間
を
と
っ
て
み
て
も
、
次
の
よ
う
な

記
事
が
み
え
る
。

　
○
勅
、
内
外
文
武
百
官
及
天
下
百
姓
、
有
下
学
コ
習
異
端
一
蓄
コ
積
幻
術
一
歴
魅

　
　
児
咀
害
コ
傷
百
物
著
ｈ
首
斬
従
流
。
如
有
下
停
コ
住
山
林
一
詳
道
二
仏
法
↓
自

　
　
作
二
教
化
↓
伝
習
授
レ
業
、
封
一
印
書
荷
↓
合
レ
薬
造
レ
毒
、
万
方
作
惟
、
違
一

　
　
犯
勅
禁
一
者
ｈ
罪
亦
如
此
。
一
天
平
元
年
四
月
一

　
〇
又
安
芸
周
防
国
人
等
妄
説
禍
福
、
多
集
二
人
衆
↓
媛
コ
桐
死
魂
｛
云
レ
有
レ
所
レ

　
　
祈
。
又
近
レ
京
左
側
山
原
、
聚
コ
集
多
人
一
妖
言
惑
レ
衆
。
多
則
万
人
、
少

　
　
乃
数
千
。
如
レ
此
徒
深
違
二
憲
法
刊
若
更
因
循
為
レ
害
滋
甚
。
（
天
平
二
年
九

　
　
月
）

　
か
く
の
ご
と
く
、
山
．
野
に
お
け
る
持
経
者
の
呪
験
を
僧
尼
令
は
「
妄
説
禍

福
」
「
妖
言
惑
衆
」
と
よ
ぶ
。
そ
れ
は
、
養
老
元
年
四
月
の
「
小
僧
行
基
」
等

の
行
業
禁
圧
の
際
の
「
詐
称
二
聖
導
妖
一
惑
百
姓
一
」
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
官
の
側
か
ら
す
る
規
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
　
日
本
霊
臭
紀
の
聖

が
、
そ
の
場
に
参
与
す
る
と
い
う
。
そ
こ
に
、
「
い
っ
た
い
共
同
体
の
中
に
闘

塞
し
て
い
る
の
で
は
お
こ
り
ょ
う
も
な
い
も
の
。
い
わ
ば
民
衆
の
側
で
の
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

新
た
な
〈
交
通
〉
状
況
　
　
民
衆
に
と
っ
て
の
新
し
い
つ
な
が
り
で
あ
る
。
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

同
体
内
に
自
足
し
な
い
と
こ
ろ
に
出
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
」
と
い
う

意
識
を
認
め
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
「
禍
福
」
の
応
報
が
、
他
な
ら
ぬ
「
自

土
」
で
も
実
証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
説
き
も
し
、
現
出
も
す
る
場
と
し
て
希

求
さ
れ
た
の
が
、
山
・
野
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
山
・
野
は
、
吉
志
大
麻
呂
に
は
畏
怖
す
べ
き
悪
報
の
顕
現
す
る
空
間
と
し
て

の
荒
凶
性
を
示
す
。
そ
し
て
、
「
地
裂
け
て
陥
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
因
果
応

報
の
仏
法
は
、
つ
い
に
、
吉
志
大
麻
呂
を
離
さ
な
い
。
こ
の
説
話
と
法
苑
珠
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

等
に
見
え
る
説
話
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
の
で
、
今
は
詳
し
く
は

触
れ
な
い
。
た
だ
、
山
中
の
事
と
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
旨
摘
し
て

お
き
た
い
。
こ
こ
に
、
日
本
霊
異
記
の
、
山
と
い
う
空
間
に
関
し
て
の
認
識
の

特
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
山
・
野
は
、
中
巻
第
三
縁
の
み
な
ら
ず
、
悪
報
．
悪

死
の
現
出
す
る
畏
怖
す
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　
・
時
に
寺
の
辺
に
漁
夫
有
り
。
幼
き
よ
り
長
る
に
迄
り
、
網
を
以
て
業
と

　
　
す
。
後
日
、
家
の
内
の
桑
の
林
の
中
に
葡
葡
ひ
、
声
を
掲
げ
、
叫
び
号
び

　
　
て
目
は
く
「
炎
火
身
に
迫
る
」
と
い
ふ
。
（
上
・
ｎ
）

　
・
綴
郡
内
の
山
直
の
里
に
至
り
て
、
麦
畠
に
押
し
入
る
。
畠
一
町
鹸
、
麦
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

ひ
た
る
こ
と
二
尺
許
。
眼
に
燭
火
を
見
、
足
を
踏
む
に
間
元
し
。
畠
の
内

を
走
り
廻
り
て
、
叫
び
栗
き
て
目
は
く
「
熱
き
か
な
、
熱
き
か
な
」
と
い

ふ
。
（
中
・
１
０
）

・
諾
楽
山
に
鷹
鳥
猿
を
為
し
て
見
れ
ば
、
其
の
山
に
多
く
狐
の
子
有
り
。

　
奴
、
狐
の
子
を
捉
へ
、
木
用
て
串
に
刺
し
、
其
の
穴
の
戸
に
立
つ
。
奴
に

　
嬰
児
有
り
。
母
の
狐
、
怨
を
結
び
、
身
を
返
へ
て
化
し
、
奴
の
児
の
祖
母

　
と
作
り
、
奴
の
子
を
抱
き
、
己
が
穴
の
戸
に
迄
り
、
己
が
子
を
串
き
し
が

　
如
く
、
奴
の
子
を
貫
き
て
穴
の
戸
に
立
て
き
。
賎
し
き
畜
生
と
難
も
、
怨

　
を
報
ず
る
に
術
あ
り
。
現
報
甚
だ
近
し
。
（
中
・
４
０
）

・
是
の
女
、
法
花
経
を
麻
殖
の
郡
の
苑
山
寺
に
写
し
奉
る
。
時
に
麻
殖
の
郡

　
の
人
忌
部
連
板
屋
、
彼
の
女
人
の
過
失
を
挙
げ
顕
し
て
誹
講
る
が
故
に
、

　
即
ち
口
喝
斜
み
、
面
、
後
に
戻
り
て
、
終
に
直
ら
不
り
き
。
（
下
．
２
０
）

・
当
の
里
の
小
子
、
山
に
入
り
て
薪
を
拾
び
、
其
の
山
道
の
側
に
戯
れ
遊

　
び
、
木
を
剋
み
て
仏
像
と
し
、
石
を
累
ね
て
塔
と
し
、
戯
に
剋
め
る
仏
を

　
以
て
石
の
寺
に
居
き
、
時
々
戯
れ
遊
ぷ
。
白
壁
の
天
皇
の
み
世
に
、
彼
の

　
息
な
る
夫
、
戯
に
剋
め
る
仏
を
咲
ひ
て
、
斧
を
以
て
殺
り
破
り
て
棄
て

　
つ
。
而
し
て
去
く
こ
と
遠
く
あ
ら
不
し
て
、
身
を
挙
げ
て
地
に
整
れ
、
口

　
鼻
よ
り
血
を
流
し
、
両
つ
の
目
抜
け
て
、
夢
の
如
く
に
し
て
忽
に
死
に

　
き
。
（
下
・
２
９
）

村
落
共
同
体
の
空
問
と
境
を
接
す
る
山
・
野
は
、
善
と
悪
、
聖
と
俗
と
の
両



極
に
ま
た
が
る
鋭
い
緊
張
関
係
を
持
ち
っ
づ
け
て
い
る
結
節
点
で
あ
っ
た
。
人

間
は
、
そ
の
空
間
へ
の
参
与
の
し
か
た
に
よ
っ
て
、
相
反
す
る
伍
値
の
い
ず
れ

か
の
一
方
に
対
す
る
選
択
を
迫
ら
れ
、
善
悪
の
応
報
を
受
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
日
本
霊
異
記
の
世
界
を
貫
ぬ
く
応
報
を
必
然
的
に
す
る
因
果
の
法
は
免
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
確
固
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
の
こ
と
を
証
し

す
る
の
が
山
・
野
で
も
あ
っ
た
。
因
果
の
二
元
的
な
現
象
は
、
こ
の
空
間
に
お

い
て
、
ゆ
る
ぎ
の
な
い
一
本
の
糸
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
。
人
々
は
、
日
常
生
活

の
場
か
ら
は
離
れ
た
周
縁
た
る
山
・
野
に
お
い
て
、
自
ら
の
為
し
お
お
せ
た
因

業
の
結
果
の
重
み
を
知
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
悪
業
に
対
す
る
厳
し
い

罰
と
し
て
の
悪
報
を
課
す
る
場
と
山
・
野
は
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
霊
異
記
に
は
悪
死
災
禍
の
応
報
を
も
っ
て
悪
業
へ
の

戒
め
と
す
る
こ
と
に
必
ず
し
も
、
第
一
義
的
な
目
的
と
は
し
て
い
な
い
。
む
し

ろ
、
人
間
が
求
め
て
止
ま
ぬ
寿
福
延
命
に
か
か
わ
る
善
報
へ
の
道
を
開
く
こ
と

こ
そ
が
〈
聖
〉
を
中
心
と
す
る
同
信
集
団
を
形
成
し
え
た
理
由
で
あ
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
山
・
野

は
、
そ
の
よ
う
な
善
報
・
奇
表
・
奇
瑞
の
実
現
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
、
上
巻
だ
け
で
も
、
次
の
よ
う
な
応
報
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
・
優
婆
寒
、
籍
に
坊
の
壁
を
穿
チ
テ
窺
ヘ
バ
、
其
の
室
の
内
、
光
を
放
ち
て

　
　
照
り
舷
く
。
（
上
・
４
）

　
・
明
ら
か
に
我
が
児
な
る
こ
と
を
知
り
ぬ
。
（
上
・
９
）

　
　
　
　
　
　
日
本
霊
異
記
の
聖

　
。
其
の
風
流
の
事
、
神
仙
感
応
し
、
春
の
野
に
菜
を
採
り
、
仙
草
を
食
ひ
て

　
　
天
に
飛
び
き
。
（
上
・
１
３
）

　
。
死
ぬ
応
き
人
験
を
蒙
り
て
、
更
に
蘇
る
。
毎
に
病
者
に
咀
几
し
て
奇
異
有

　
　
り
。
（
上
・
２
６
）

　
。
時
に
身
、
海
上
に
浮
か
び
て
走
る
こ
と
、
陸
を
履
む
が
如
し
。
体
万
丈
に

　
　
踊
り
、
飛
ぷ
こ
と
嘉
る
鳳
の
如
く
、
昼
は
皇
命
に
随
ひ
て
嶋
に
居
て
行

　
　
ひ
、
夜
は
駿
河
の
富
眠
の
嶺
二
往
き
て
修
す
。
（
上
・
２
８
）

　
。
妹
遺
言
を
受
け
て
、
己
が
女
を
東
人
に
放
ち
与
へ
、
家
財
を
主
ヲ
令
む
。

　
　
東
人
現
世
に
大
福
徳
を
被
る
。
（
上
・
３
１
）

　
そ
の
他
、
中
．
下
巻
を
あ
わ
せ
て
み
る
時
に
、
こ
れ
ら
は
、
道
教
的
な
神
仏

感
応
課
お
よ
び
仏
教
的
な
仏
道
成
就
・
往
生
課
の
異
表
・
奇
表
を
は
じ
め
と
し

て
、
回
生
延
命
・
疾
病
不
具
治
癒
・
福
徳
・
災
禍
除
去
の
善
報
が
語
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
中
心
を
な
す
も
の
は
、
法
華
経
護
持

に
対
す
る
応
報
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
法
華
経
観
世
音

菩
薩
普
門
晶
の
説
く
と
こ
ろ
の
顕
現
の
例
証
と
し
て
の
説
話
で
あ
る
。
ま
さ
に

そ
れ
ら
は
、
「
観
世
音
の
浄
聖
は
苦
悩
と
死
厄
と
に
お
い
て
能
く
為
め
に
依
惜

と
作
ら
ん
。
一
切
の
功
徳
を
具
し
て
　
慈
眼
を
以
て
衆
生
を
視
す
、
福
の
聚
れ

る
海
は
無
量
な
り
　
こ
の
故
に
応
に
頂
礼
す
べ
し
」
　
（
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳

注
『
法
華
経
』
普
門
晶
一
と
い
う
こ
と
を
、
日
本
霊
異
記
も
ま
た
説
こ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
世
界
を
領
導
す
る
聖
た
ち
は
、
法
華
経
の
教
え
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
　
日
本
霊
異
記
の
聖

た
が
っ
て
、
山
・
野
に
草
堂
を
結
ん
で
修
行
を
し
、
菩
薩
行
と
し
て
の
乞
食
の

漂
泊
を
在
地
の
民
の
間
に
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
も
と
に
在
地
の

同
信
集
団
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
善
悪
の
応
報
を
も
た
ら
す
場
の
中
で
主
要
な
役
割
を
も
っ
て

い
る
も
の
の
一
つ
が
、
他
な
ら
ぬ
山
・
野
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
う
し
た

因
果
の
応
報
を
呪
験
力
に
よ
っ
て
、
悪
か
ら
善
へ
と
修
す
る
も
の
こ
そ
が
〈
聖
〉

た
ち
で
あ
っ
た
。
〈
聖
〉
た
ち
は
、
現
世
そ
の
も
の
と
し
て
の
村
落
共
同
体
に

お
け
る
生
活
の
場
の
一
切
を
放
棄
す
る
こ
と
を
契
機
に
、
霊
験
の
空
間
た
る
山

・
野
の
圭
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
霊
異
記
の
聖
た
ち
の
な
か
で
、
現
世
を
捨
て
る
こ
と
に
お
い
て
最
も
極

限
に
立
っ
て
い
る
の
が
く
賎
形
の
聖
Ｖ
で
あ
り
、
〈
隠
身
の
聖
〉
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
僧
綱
に
よ
る
地
位
や
声
望
は
問
う
ま
で
も
な
く
、
在
俗
の

者
た
ち
が
保
有
す
る
と
こ
ろ
の
衣
食
住
さ
え
も
持
つ
こ
と
を
せ
ず
、
ひ
た
す
ら

食
を
乞
う
こ
と
に
よ
っ
て
現
世
を
苦
行
の
場
と
し
て
生
き
つ
づ
け
た
聖
た
ち
で

あ
っ
た
。
極
貧
に
あ
る
彼
ら
は
、
ま
さ
に
生
存
に
足
る
衣
食
に
欠
き
、
一
所
不

住
の
漂
泊
の
身
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
住
居
と
名
付
け
ら
れ
る
居
所
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
は
当
然
に
す
ぎ
る
。
そ
し
て
そ
の
現
世
に
常
住
し
な
い
こ
と
が
一
転

し
て
、
〈
山
・
野
〉
に
寺
堂
を
営
み
、
霊
験
の
場
を
求
め
さ
せ
た
こ
と
に
も
な
っ

た
。
そ
れ
が
「
山
寺
行
ふ
聖
こ
そ
、
あ
は
れ
に
尊
き
も
の
は
あ
れ
、
行
道
引
声

阿
弥
陀
経
、
暁
俄
法
釈
迦
牟
尼
仏
」
（
梁
塵
秘
抄
）
と
い
わ
れ
る
も
と
で
も
あ

二
四

る
。　

日
本
霊
異
記
の
聖
た
ち
こ
そ
、
生
き
る
こ
と
の
痛
苦
に
身
を
さ
ら
す
こ
と
の

深
刻
さ
の
ゆ
え
を
も
っ
て
、
仏
道
に
よ
る
救
済
を
真
に
渇
望
し
、
そ
の
成
就
を

確
信
す
る
よ
り
他
に
な
か
っ
た
仏
教
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
こ
そ
、
衆
生

－
律
令
制
の
も
と
で
疲
弊
し
、
困
窮
の
は
て
に
浮
浪
し
逃
散
し
て
い
か
ざ
る

を
え
な
い
民
の
す
ぐ
側
に
立
つ
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
よ
う
や

く
法
華
経
の
一
旬
を
謂
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
乞
食
の
私
度
僧
の
群
に
身
を
投

ず
る
こ
と
の
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
霊
異
記
は
、
そ
れ
さ
え
も
、
聖
の
列

に
加
え
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
ら
賎
形
の
乞
食
の
僧
に
対
す
る
悪
行
が
三

宝
駿
損
の
重
罪
で
あ
る
こ
と
を
日
本
霊
異
記
は
く
り
か
え
し
説
い
て
い
る
。
事

実
、
こ
れ
ら
の
聖
た
ち
は
、
賎
形
で
あ
る
が
故
に
、
あ
る
い
は
具
戒
を
受
け
な

い
浅
識
の
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
た
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
理
由
で
人
々

か
ら
誹
誇
さ
れ
、
虐
待
さ
れ
て
、
尊
崇
さ
れ
る
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
者

た
ち
で
あ
る
。
景
戒
は
、
そ
れ
ら
の
自
度
沙
弥
や
賎
形
の
僧
の
う
ち
に
「
隠
身

の
聖
人
」
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
代
表
人
物
と
し
て
霊
異
記

中
七
話
も
語
ら
れ
た
の
が
行
基
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
行
基
は
役

小
角
の
系
譜
を
受
け
つ
つ
、
「
行
法
に
熟
練
し
て
、
山
中
の
行
場
、
料
撤
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

開
き
、
こ
こ
に
案
内
し
、
先
達
を
つ
と
め
る
常
時
山
棲
み
の
僧
」
の
端
緒
に
位

置
す
る
。
寺
院
以
外
で
衆
を
聚
め
て
教
化
し
妄
り
に
罪
福
を
説
い
た
り
す
る
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
行
基
の
伝
道
と
社
会
事
業



と
は
、
「
化
を
慕
ひ
て
追
従
す
る
者
、
動
も
す
れ
ば
千
を
以
て
教
ふ
」
「
橋
を
造

り
破
を
築
く
に
、
聞
見
の
及
ぶ
所
は
、
威
く
来
り
て
功
を
加
へ
、
不
日
に
し
て

成
る
」
一
『
続
紀
』
天
平
勝
宝
元
年
二
月
原
文
漢
文
）
と
い
わ
れ
、
在
地
の
民
間
に

お
い
て
指
導
性
を
も
っ
た
行
基
の
活
動
を
恐
れ
た
律
令
の
国
家
は
、
彼
を
、
「
小

僧
」
と
お
と
し
め
、
そ
の
活
動
を
僧
尼
令
違
犯
と
断
じ
、
寺
内
に
寂
居
し
て
道
を

伝
え
よ
、
と
弾
圧
し
た
。
養
老
年
問
に
あ
い
っ
い
だ
禁
制
の
中
を
耐
え
ぬ
い
て

き
た
異
端
者
で
あ
る
小
曽
行
基
が
異
例
の
昇
進
を
得
た
こ
と
は
、
や
は
り
伝
道

と
社
会
事
業
を
続
け
て
き
た
行
基
が
在
地
の
民
の
間
で
も
っ
て
い
る
影
響
力
を

国
家
が
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
証
左
で
あ
る
。
日
本
霊
異
記
は
、
そ
の
よ
う

な
山
居
と
乞
食
を
旨
と
す
る
行
基
に
範
を
求
め
る
聖
た
ち
の
も
の
で
あ
っ
た
。

４

　
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
山
・
野
と
い
う
空
問
は
、
　
〈
聖
〉
た
ち
の
居
所
に
ふ

さ
わ
し
い
様
相
を
も
っ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
の
世
界
に
生
き
る
く
聖
Ｖ
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
「
聖
」
の
語

は
必
ず
し
も
日
本
霊
異
記
の
も
の
で
は
な
く
、
霊
異
記
以
前
に
す
で
に
記
紀
．

万
葉
に
用
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
須
佐
之
男
命
の
子
の
大
年
神
の
第
四
子
の
「
聖
神
」
、
仁
徳
天
皇
を
「
聖
帝
」

と
す
る
例
が
古
事
記
に
、
日
本
書
紀
（
仁
徳
紀
一
で
は
仁
徳
天
皇
が
「
聖
」
「
聖

帝
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
崇
神
天
皇
が
「
聖
」
（
崇
仁
紀
）
、
「
聖
皇
」
（
垂
仁

　
　
　
　
　
　
日
本
霊
異
記
の
聖

紀
）
と
さ
れ
て
い
る
他
に
天
皇
に
用
い
ら
れ
た
「
乃
神
乃
聖
」
（
神
武
紀
）
、
「
前

聖
」
（
継
体
紀
）
、
「
先
聖
」
一
推
古
紀
）
等
の
例
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
記
紀
に

お
い
て
は
、
多
く
は
天
皇
に
対
す
る
尊
称
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
万
葉
集
の
大
伴

旅
人
の
讃
酒
歌
に
は
「
酒
の
名
を
聖
と
負
せ
し
古
の
大
き
聖
の
言
の
よ
ろ
し

さ
」
（
巻
三
・
３
９
）
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
橿
原
乃
　
日
知
之
御
世
」
（
巻
一

　
　
　
　
　
３

・
２
９
）
の
「
日
知
」
は
こ
こ
で
は
「
神
武
天
皇
」
を
さ
し
、
前
に
み
た
と
同
質

の
用
法
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、

　
　
時
の
人
、
大
き
に
異
び
て
日
は
く
「
聖
の
聖
を
知
る
こ
と
、
其
れ
実
な
る

　
　
か
な
」
生
言
い
て
、
滋
僅
る
。
（
推
古
紀
二
十
一
年
十
二
月
の
条
）

及
び
、

　
　
僧
慧
慈
皇
太
子
の
絵
に
、
僧
を
請
せ
て
設
斎
す
、
価
り
て
親
ら
経
を
説
く

　
　
日
に
、
誓
願
ひ
て
目
は
く
「
日
本
国
に
聖
人
有
す
。
上
宮
豊
聰
耳
皇
子
と

　
　
日
す
。
固
に
天
に
縦
さ
れ
た
り
。
玄
聖
の
徳
を
以
て
、
日
本
の
国
に
生
れ

　
　
ま
せ
り
。
三
統
を
萄
み
貫
き
て
、
先
聖
の
宏
猶
に
纂
ぎ
、
三
宝
を
恭
み
敬

　
　
ひ
て
、
黎
元
の
厄
を
救
ふ
。
是
れ
實
の
大
聖
。
…
…
」
と
い
ふ
。
是
に
、

　
　
慧
慈
、
期
り
し
日
に
当
り
て
死
る
。
是
を
以
て
、
時
の
人
の
彼
も
此
も
共

　
　
に
言
は
く
、
「
其
れ
独
り
上
宮
太
子
の
聖
に
ま
し
ま
す
の
み
に
非
ず
。
慧

　
　
慈
も
聖
な
り
け
り
」
と
い
ふ
。
（
推
古
紀
二
十
九
年
二
月
の
条
）

が
推
古
紀
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
片
岡
飢
者
説
話
、
栽
慈
悲
歎
説
話
に
っ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
　
日
本
霊
異
記
の
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
片
岡
飢
者
説
話
の
眼
目
は
、
道
教
の
真
人
を
登
場
せ
し
め
、
太
子
が
「
聖
」

　
　
で
あ
る
こ
と
を
圭
張
す
る
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
説
話
の
対

　
　
象
が
、
日
本
人
一
般
で
は
な
く
、
と
く
に
道
教
を
奉
ず
る
人
々
、
つ
ま
り

　
　
古
代
の
帰
化
系
漢
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
ま
た
慧
慈
悲
歎
説
話
は
、
高
旬
麗
の
慧
慈
を
登
場
せ
し
め
、
そ
の
口
を
籍

　
　
り
て
、
太
子
が
「
聖
人
」
「
大
聖
」
で
あ
る
こ
と
を
表
白
せ
し
め
て
い
る
。

　
　
慧
慈
は
、
仏
法
興
隆
の
中
心
で
あ
る
飛
鳥
の
法
興
寺
に
住
し
、
「
三
宝
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
棟
梁
」
と
さ
れ
た
が
、
当
時
の
代
表
的
・
指
導
的
な
異
国
の
僧
に
よ
っ

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
て
、
日
本
国
の
聖
徳
太
子
の
超
人
間
的
卓
越
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
、
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
慈
悲
歎
説
話
の
意
図
で
あ
る
。

と
い
う
見
解
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「
聖
」
で
は
な
く
こ
の

よ
う
に
「
聖
人
」
な
る
語
が
、
は
じ
め
て
渡
来
僧
に
よ
り
聖
徳
太
子
に
用
い
ら

れ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
道
教
の
「
真
人
」
な
る
語
を
用
い
る
な
ど
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
そ
れ
は
道
教
的
・
儒
教
的
・
仏
教
的
意
味
を
重
ね
も
つ
も
の
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
慧
慈
を
も
時
の
人
は
「
聖
」
と
讃
え
た
と
い

う
。
こ
の
よ
う
に
、
僧
に
対
し
て
も
「
聖
」
な
る
語
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
こ

こ
に
は
じ
め
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
も
、
「
聖
」
な
る
語
は
聖
徳
太
子
を
媒
介
に
し
な
が
ら
、
仏
教

的
意
味
あ
い
を
よ
り
濃
く
し
つ
つ
霊
異
記
に
受
け
つ
が
れ
て
ゆ
く
。
推
古
帝
の

時
代
は
、
ま
さ
に
そ
の
「
聖
」
な
る
語
が
変
容
を
と
げ
る
過
渡
期
で
あ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
。
日
本
霊
異
記
が
「
上
巻
で
は
尋
ヒ
曽
を

聖
と
称
え
る
説
話
が
、
又
下
巻
で
は
自
度
沙
弥
を
仏
の
変
化
と
讃
ず
る
説
話

が
、
各
々
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
両
巻
を
結
ぷ
中
巻
に
於
て
は
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

基
と
そ
の
弟
子
が
重
点
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
」
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
て
み
て
も
、
〈
聖
〉
な
る
宗
教
的
理
念
が
、
渡
来
僧
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
、
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
過
程
を
想
定
で
き
る
。

　
し
か
も
、
そ
の
こ
と
と
同
時
に
、
日
本
書
紀
の
中
で
、
「
真
人
」
と
し
て
語
ら

れ
て
い
た
聖
徳
太
子
の
片
岡
山
伝
説
が
、
霊
異
記
に
お
い
て
は
、
「
隠
身
の
聖
」

の
説
話
と
し
て
と
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
霊
異

記
の
め
ざ
す
も
の
が
そ
れ
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
と
田
甘
わ
れ
る
。

　
こ
の
「
隠
身
の
聖
」
の
説
話
は
、
霊
異
記
に
お
け
る
く
聖
Ｖ
の
本
質
を
と
ら

え
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
上
巻
四
縁
の
前
半
部
は
日
本

書
紀
で
飢
人
が
「
真
人
」
と
さ
れ
た
と
同
じ
構
造
で
、
「
乞
匂
」
が
「
隠
身
の

聖
」
と
さ
れ
る
。
乞
匂
が
病
を
得
て
臥
せ
っ
て
い
る
の
に
出
会
い
、
太
子
自
ら

身
に
っ
け
た
衣
を
与
え
、
行
幸
の
帰
り
に
再
び
、
木
の
枝
に
か
け
て
あ
っ
た
も

と
の
衣
を
取
っ
て
、
臣
下
の
疑
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
穣
れ
た
衣
を
身
に
つ
け

た
。
そ
し
て
、
他
で
死
ん
だ
乞
匂
を
手
厚
く
葬
っ
た
が
死
体
は
消
滅
し
た
と
い

う
。
そ
の
太
子
を
「
聖
人
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
後
段
に
語
ら
れ
た
願
覚
法
師

は
大
和
国
口
同
宮
寺
に
止
住
す
る
官
許
の
法
師
で
あ
り
な
が
ら
里
に
出
て
托
鉢
乞

食
の
行
を
修
し
た
。
死
に
面
し
て
室
内
に
光
明
を
放
ち
、
死
後
再
び
よ
み
が
え



っ
た
と
い
う
。
両
者
の
説
話
は
い
ず
れ
も
、
死
後
葬
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

よ
み
が
え
る
、
道
教
の
戸
解
に
近
い
「
隠
身
の
聖
」
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

編
者
は
、
前
段
の
後
に
「
誠
に
知
る
、
聖
人
は
聖
を
知
り
、
凡
夫
は
知
ら
不
。

凡
夫
の
肉
眼
に
は
賎
し
き
人
と
見
え
、
聖
人
の
通
眼
に
は
隠
身
と
見
ゆ
と
。
」

と
讃
し
、
後
段
で
は
、
「
当
に
知
る
べ
し
、
こ
れ
聖
の
変
化
な
る
こ
と
を
。
五

辛
を
食
ふ
は
、
佛
法
の
中
の
制
に
し
て
、
聖
人
用
ゐ
食
へ
ば
罪
を
得
る
所
な
き

の
み
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
い
う
五
辛
を
食
ふ
罪
と
は
、
「
令
」
に
反
し

て
托
鉢
乞
食
の
行
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
編
者
の

立
場
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
太
子
や
願
覚
法
師
は
、
国
家
鎮
護
の
た
め
の
仏
教
の
推

進
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
で
な
く
、
衆
生
の
中
に
入
っ
て
仏
法
を
実
践
し
た
一

個
の
仏
教
者
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
霊
異
記
は
聖
と
す
る
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
聖
徳
太
子
は
、
貧
に
あ
る
乞
匂
に
対
し
て
、
も
と
も
と
自

ら
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
着
用
し
て
い
た
衣
服
を
喜
捨
し
て
、
穣

衣
を
も
っ
て
装
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
衆
生
に
対
す
る
単
な
る
慈

悲
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
自
ら
に
備
わ
っ
た
名
聞
や
物
欲
に
対
す
る
執
着
を

厳
し
く
断
念
す
る
行
為
で
あ
り
、
す
で
に
極
貧
の
ゆ
え
に
一
切
を
持
た
ぬ
こ
と

に
安
住
し
え
た
も
の
に
対
す
る
崇
敬
の
情
で
も
あ
る
。
社
会
的
政
治
的
地
位
、

そ
れ
に
と
も
な
う
富
を
あ
え
て
捨
て
さ
り
否
定
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
衆
生
教

化
を
は
た
し
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
太
子
は
、
仏
教
の
「
聖
」
に
帰
依
す
る

　
　
　
　
　
　
日
本
霊
異
記
の
聖

新
羅
や
、
道
教
の
「
真
人
」
を
尊
ぶ
唐
の
、
高
徳
の
人
に
対
し
て
、
ま
さ
に
わ

が
国
の
「
聖
人
」
と
し
て
第
一
に
評
価
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　
「
隠
身
の
聖
」
「
聖
の
化
」
等
に
対
す
る
尊
崇
は
霊
異
記
の
中
の
さ
ま
ざ
ま

な
説
話
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
前
に
み
た
聖
徳
太
子
・
願
覚
法
師
・
行
基
の
他

に
、
道
照
法
師
（
上
・
２
２
）
・
日
下
部
の
猴
の
子
一
上
・
１
８
）
・
役
優
婆
塞
（
上

・
２
８
）
・
熊
野
山
中
に
修
業
し
た
禅
師
（
下
・
１
）
・
吉
野
の
山
に
修
業
中
の
禅

師
（
下
・
６
）
・
猴
聖
（
下
・
１
９
）
・
老
僧
観
規
（
下
・
３
０
）
や
、
時
の
人
々
か

ら
菩
薩
と
呼
ば
れ
た
金
鷲
優
婆
塞
（
中
・
２
１
）
・
永
興
禅
師
一
下
・
１
）
・
寂
仙

禅
師
（
下
・
３
９
一
等
の
一
群
の
僧
が
存
在
す
る
。
山
居
の
聖
と
し
て
の
あ
り
よ

う
を
最
も
端
的
に
伝
え
て
い
る
の
は
、
熊
野
山
や
吉
野
の
金
の
峯
で
修
業
中
身

を
投
げ
て
身
は
鰯
駿
と
化
し
な
が
ら
舌
の
み
は
生
き
て
経
を
唱
え
続
け
た
と
い

う
説
話
（
下
・
１
）
と
並
ん
で
、
役
の
小
角
に
関
す
る
説
話
で
あ
る
。
続
日

本
紀
の
文
武
天
皇
三
年
五
月
の
条
に
、
「
小
角
能
役
二
使
鬼
神
一
汲
レ
水
採
レ
薪
」

と
い
う
一
句
の
あ
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
「
汲
レ
水
採
レ
薪
」
と
い

う
表
現
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
法
華
経
の
提
婆
達
晶
に
教
示
さ
れ
た
仏
道

修
業
の
た
め
の
苦
行
作
善
の
法
で
あ
り
、
ま
た
「
使
役
二
鬼
神
一
」
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

も
、
す
で
に
言
わ
れ
る
ご
と
く
、
中
国
の
方
術
思
想
に
関
連
し
た
表
現
で
あ

り
、
役
小
角
そ
の
も
の
が
道
家
的
法
術
と
仏
教
的
修
業
と
を
行
な
っ
て
い
る
こ

と
が
世
に
評
判
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
霊
異
記

に
み
ら
れ
る
ご
と
き
説
話
が
形
成
さ
れ
、
し
か
も
、
後
段
に
お
い
て
、
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
　
日
本
霊
異
記
の
聖

異
る
道
照
法
師
を
登
場
さ
せ
、
他
な
ら
ぬ
新
羅
に
お
い
て
役
優
婆
塞
を
我
が
国

の
聖
人
な
り
と
言
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
く
聖
ｖ
を
「
外
」
に

対
し
て
も
示
そ
う
と
す
る
編
者
の
意
識
が
う
か
が
え
よ
う
。
役
行
者
の
実
態
の

い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
道
教
的
呪
験
力
と
仏
教
的
霊

験
力
と
の
習
合
と
い
う
形
に
お
け
る
、
聖
徳
太
子
に
認
め
ら
れ
た
「
聖
像
」
の

根
幹
を
こ
こ
に
お
い
て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

〈
聖
〉
が
、
さ
ら
に
「
隠
身
」
で
あ
る
の
を
第
一
義
と
し
て
重
ん
じ
て
い
る
点

に
こ
そ
、
日
本
霊
異
記
の
特
質
が
あ
ろ
う
。

　
霊
異
記
に
お
い
て
、
賎
形
僧
に
対
し
て
「
隠
身
の
聖
人
」
と
い
う
表
現
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
・
袈
裟
を
著
た
る
類
は
、
賎
形
な
り
と
離
も
恐
り
ざ
る
応
か
ら
ざ
る
こ
と

　
　
を
、
隠
身
の
聖
人
も
其
の
中
に
交
れ
ば
な
り
。
（
下
・
１
）

　
・
自
土
の
師
た
り
と
離
も
、
猶
忍
の
心
も
て
閲
よ
。
隠
身
の
聖
人
、
凡
中
に

　
　
交
る
が
故
な
り
。
（
下
・
３
３
）

と
あ
り
、
僧
尼
令
が
認
め
な
い
浮
浪
僧
・
賎
形
僧
を
「
隠
身
の
聖
」
と
み
た
編

者
の
意
図
を
よ
み
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
隠
身
」
と
は
も
と
も
と
道
教
的
な

　
　
＠

神
仙
術
の
一
っ
で
あ
り
、
道
教
的
用
語
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
霊

異
記
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
道
教
的
な
隠
身
の
術
が
、
そ
の
底
に
流
れ
て

い
る
と
し
て
も
、
よ
り
本
質
的
に
は
、
日
本
霊
異
記
の
説
く
仏
教
思
想
と
か
か

わ
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
日
本
霊
異
記
の
、
い
う
と
こ
ろ
の
く
聖
Ｖ
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
い
わ
ゆ
る
僧
綱
に
保
証
さ
れ
た
、
高
徳
の
僧
も
含
む
も
の
で
あ
る
と
は

い
え
、
最
も
重
視
し
た
の
は
、
む
し
ろ
、
在
地
の
民
の
う
ち
に
根
を
置
い
て
布

教
す
る
仏
教
者
た
ち
の
姿
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
官
寺
の
僧
の
よ
う
に
、
国
家

か
ら
生
活
と
修
業
の
手
立
て
の
一
切
を
保
証
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
「
小
僧
行
基
」
と
い
う
こ
と
ば
が
示
す
ご
と
く
、
律
令
体
制
の
中

で
は
認
知
さ
れ
な
い
同
信
集
団
と
そ
の
指
導
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
そ

の
様
相
と
修
行
の
方
法
と
を
、
よ
り
在
地
の
民
と
一
体
と
な
る
こ
と
に
お
い

て
、
保
持
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
俗
に
ま
み
れ
た
民
と
一
筋
の
縁
に
結
ば
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
指
導
性
を
有
し
て
い
た
。
し
か
も
、
最
も
徳
の
あ
る
も

の
は
、
自
ら
の
徳
を
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
徳
を
全
う
し
う
る
と
い
う
、

儒
教
的
な
教
え
と
と
も
に
、
仏
教
的
に
も
ま
た
一
見
俗
に
汚
れ
た
様
を
呈
し
な

が
ら
、
そ
の
実
、
そ
の
深
底
に
お
ち
い
る
ゆ
え
に
聖
性
を
獲
得
し
う
る
と
い

う
、
苦
行
の
意
識
が
、
道
教
に
お
け
る
「
仙
」
と
重
な
り
あ
い
な
が
ら
「
隠
身

の
聖
」
像
を
支
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
日
本
霊
異
記
の
説
話

を
持
ち
歩
い
た
も
の
た
ち
の
多
く
が
、
「
勧
進
の
聖
」
と
し
て
の
ぎ
り
ぎ
り
の

行
業
に
生
き
た
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
霊
異
記
の
〈
聖
〉
た
ち
が
、
「
隠

身
」
の
姿
で
あ
る
こ
と
は
う
な
づ
け
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
隠
身
の
聖
」
に

最
も
高
い
位
置
を
与
え
る
日
本
霊
異
記
が
そ
の
根
本
に
お
い
て
領
有
す
る
空
間

は
、
他
な
ら
ぬ
山
・
野
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



注
◎
　
本
文
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
霊
異
記
』
に
よ
る
。

＠
＠
　
井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
二
一
八
頁

＠
薗
田
香
融
「
古
代
仏
教
に
お
け
る
山
林
修
行
と
そ
の
意
義
　
　
特
に
白

　
然
替
宗
を
め
く
っ
て
　
　
」
　
（
「
南
都
仏
教
」
第
四
号
）
に
お
い
て
、
氏

　
は
、
「
山
寺
や
山
房
を
中
心
と
す
る
山
村
仏
教
は
、
官
大
寺
や
宮
廷
の
国

　
家
仏
教
に
対
立
す
る
性
質
の
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
と
切
り
離
す

　
こ
と
の
で
き
な
い
本
質
的
な
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
。

＠
　
橋
本
政
良
「
仏
教
の
民
間
浸
透
と
僧
尼
令
－
対
話
の
為
の
社
会
的
条

　
件
－
－
」
（
『
日
本
宗
教
史
研
究
』
二
）

◎
　
五
来
重
「
庶
民
信
仰
に
お
け
る
滅
罪
の
論
理
」
（
「
思
想
」
一
九
七
六
年

　
四
月
号
）

¢
堀
一
郎
『
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
』
〇
五
七
頁

ゆ
　
神
野
志
隆
光
「
『
日
本
霊
異
記
』
の
成
立
序
説
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」

　
昭
和
五
十
一
年
五
月
号
）

　
　
拙
稿
「
愛
執
と
思
愛
　
　
　
『
日
本
霊
異
記
』
の
母
親
殺
し
説
話
－
」

　
（
広
川
勝
美
編
『
物
語
と
説
話
』
所
収
）

＠
堀
一
郎
前
出
『
我
が
国
民
間
所
収
信
仰
史
の
研
究
』
〇
一
〇
二
頁

＠
　
　
「
聖
」
を
神
と
し
た
り
、
神
と
し
て
祭
っ
た
例
は
、
こ
の
「
聖
神
」
と
、

　
式
内
の
和
泉
国
和
泉
郡
の
「
聖
神
社
」
と
で
あ
り
、
「
ひ
じ
り
」
の
語
源

　
　
　
　
　
日
本
霊
異
記
の
聖

　
と
こ
れ
ら
の
用
例
、
及
び
そ
の
他
の
も
の
と
の
関
連
性
に
っ
い
て
は
稿
を

　
改
め
て
考
察
し
た
い
の
で
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
。

＠
　
「
故
、
為
二
人
民
富
↓
今
科
二
課
役
一
是
以
百
姓
之
榮
、
不
レ
苦
二
役
使
一

　
故
、
穣
二
其
御
世
↓
謂
二
聖
帝
世
一
也
。
」
（
『
古
事
記
』
下
巻
）

＠
　
田
村
圓
澄
『
飛
鳥
仏
教
吏
研
究
』
二
七
三
頁

＠
　
鹿
苑
大
慈
「
『
日
本
霊
異
記
』
の
成
立
過
程
ｉ
説
話
伝
承
者
の
問
題

　
－
」
（
「
龍
谷
吏
壇
」
第
四
二
号
）

＠
津
田
左
右
吉
「
役
行
者
伝
説
考
」
（
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
九
巻
）

　
さ
ら
に
中
村
宗
彦
氏
の
「
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
役
行
者
説
話
の
再
検

　
討
」
（
「
万
葉
」
第
六
九
号
）
　
に
お
い
て
、
「
使
役
鬼
神
」
に
つ
い
て
の
詳

　
細
な
考
察
が
あ
る
。

＠
　
　
『
大
正
新
借
大
蔵
経
』
第
五
十
巻
史
榑
部
二
の
「
竜
樹
菩
薩
伝
」
で
、

　
天
下
の
諸
術
道
を
す
べ
て
学
び
え
た
竜
樹
が
、
世
間
の
人
の
求
め
て
い
る

　
快
楽
を
得
る
た
め
に
、
隠
身
の
薬
を
求
め
た
と
い
う
。
　
こ
の
話
の
中
に

　
「
隠
身
之
術
」
「
隠
身
之
法
」
な
る
語
が
み
え
る
。
こ
れ
は
「
抱
朴
子
」

　
等
に
み
ら
れ
る
「
隠
形
の
術
」
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
九
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